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三島市議会、会派構成の様変わり
豊岡市長翼賛体制に向かうのか

三
島
市
議
会
の
新
会
派
構
成

会
派
と
所
属
議
員
は
次
の
通
り
。

（
丸
印
は
会
派
長
）

改
革
み
し
ま

○
藤
江
康
儀
、
土
屋
利
絵
、

古
長
谷
稔
、
沈
久
美
、
秋
山
恭
亮

緑
水
会

○
野
村
諒
子
、
佐
野
淳
祥
、

甲
斐
幸
博
、
高
田
康
子

新
未
来
21

○
川
原
章
寛
、
岡
田
美
喜
子
、

宮
下
知
朗

公
明○

堀
江
和
雄
、
鈴
木
文
子
、
村
田
耕
一

新
風
会

○
横
山
雅
人
、
石
井
真
人
、
永
田
裕
二

維
新
と
無
所
属
の
会

○
弓
場
重
明
、
本
間
雄
次
郎

日
本
共
産
党
議
員
団

○
服
部
正
平
、
河
野
月
江

最
大
会
派
は
5
名
の
改
革
三
島
で

新
た
に
出
来
た
会
派
は
、
「
維
新
と

無
所
属
の
会
」
と
「
新
風
会
」
。

新
会
派
構
成
で
、
明
確
に
豊
岡
市

政
に
批
判
的
な
立
場
を
取
る
の
は
共

産
党
議
員
だ
け
に
な
っ
た
事
だ
。

「
維
新
と
無
所
属
の
会
」
の
立
場
は
、

是
々
非
々
度
で
望
む
と
言
う
。
前
回

の
市
長
選
で
敗
れ
た
石
井
議
員
の
所

属
す
る
新
風
会
は
態
度
不
明
。
同
じ

会
派
の
新
人
永
田
議
員
は
退
任
し
た

中
村
議
員
の
後
継
と
言
わ
れ
、
横
山

議
員
は
佐
藤
晴
士
元
議
員
の
応
援
を

受
け
て
初
当
選
し
た
と
の
こ
と
だ
。

い
ず
れ
も
自
民
党
と
の
つ
な
が
り
が

あ
る
と
見
ら
れ
る
。

他
の
会
派
は
、
お
お
む
ね
豊
岡
市

長
寄
り
の
姿
勢
で
、
従
来
に
も
増
し

て
豊
岡
市
政
礼
賛
体
制
（
翼
賛
体
制
）

に
な
り
か
ね
ず
、
議
会
と
し
て
行
政

の
チ
ェ
ッ
ク
機
能
が
は
た
ら
く
か
懸

念
さ
れ
る
。

新
議
長
に
藤
江
、
副
議
長
に
甲
斐

三
島
市
議
会
は
5
月
15
日
の
臨
時

会
で
正
副
議
長
選
を
行
い
、
議
長
に

藤
江
康
儀
氏
（
65
改
革
み
し
ま
）
、

副
議
長
に
甲
斐
幸
博
氏
（
67
緑
水
会
）

を
選
出
し
た
。

緑
水
会
と
改
革
み
し
ま
は
元
々
自

民
党
系
議
員
で
同
じ
会
派
（
緑
水
会
）

で
あ
っ
た
が
も
の
が
十
数
年
前
、
議

長
選
出
問
題
で
揉
め
て
分
裂
し
、
改

革
み
し
ま
が
出
来
た
。

ど
う
や
ら
今
回
、
議
長
、
副
議
長

で
分
け
合
っ
た
の
は
、
衆
院
選
静
岡

5
区
の
自
民
党
総
支
部
長
が
パ
パ
活

で
除
名
さ
れ
た
吉
川
赳
氏
に
変
わ
り

細
野
豪
志
氏
が
選
任
さ
れ
た
動
き
で
、

細
野
氏
が
両
派
の
和
睦
を
進
め
た
か

ら
と
言
わ
れ
る
。

そ
の
結
果
、
改
革
み
し
ま
、
緑
水

が
合
体
す
れ
ば
、
今
ま
で
に
な
い
最

大
会
派
が
誕
生
し
、
豊
岡
市
政
を
支

え
る
体
制
は
、
更
に
盤
石
な
も
の
に

な
る
可
能
性
が
あ
る
。

気
に
な
る
の
は
維
新
の
推
薦
で
立

候
補
し
た
弓
場
議
員
の
態
度
だ
。

日
本
維
新
の
会
の
動
き
は
全
国
的

に
も
注
目
さ
れ
、
次
期
総
選
挙
で
は

野
党
第
一
党
を
目
指
す
と
豪
語
す
る

馬
場
代
表
と
ど
の
程
度
繋
が
っ
て
い

る
の
か
？
日
本
維
新
の
会
の
政
策
は

自
民
党
の
更
に
右
で
憲
法
改
正
、
軍

事
力
増
強
、
カ
ジ
ノ
推
進
を
推
し
進

め
て
い
る
。

弓
場
議
員
に
聞
い
て
み
た
と
こ
ろ
、

1
月
頃
推
薦
の
話
が
あ
っ
た
が
、
最

初
は
断
っ
た
。
し
か
し
、
あ
る
人
等

と
相
談
し
た
ら
、
そ
れ
も
面
白
い
か

も
知
れ
な
い
と
言
わ
れ
、
2
月
に
入

り
維
新
の
推
薦
を
受
け
た
と
の
こ
と
。

今
回
の
弓
場
議
員
の
当
選
は
、
維

新
票
と
い
う
よ
り
、
弓
場
氏
の
独
自

の
票
の
掘
り
起
こ
し
が
大
き
く
、
地

方
の
三
島
で
維
新
が
大
き
く
支
持
を

広
げ
て
い
る
背
景
は
無
い
と
見
え
る
。

今
回
の
選
挙
で
意
外
に
も
消
え
た

議
員
が
多
い
が
、
色
々
状
況
を
探
る

と
、
自
ら
の
意
思
で
辞
め
た
と
い
う

よ
り
、
辞
め
ざ
る
を
得
ず
に
去
っ
て

行
っ
た
と
い
う
議
員
も
い
る
。

昨
年
2
月
、
公
職
選
挙
法
の
規
定

を
超
え
る
大
き
さ
の
政
治
活
動
用
看

板
を
設
置
し
た
な
ど
と
し
て
、
静
岡

県
警
が
同
法
違
反
の
疑
い
で
、
二
期

目
の
男
性
市
議
二
人
、
六
十
五
歳
と

五
十
歳
を
書
類
送
検
し
た
と
の
こ
と

だ
。
ど
う
や
ら
元
議
員
が
出
馬
を
辞

▼
「
天
災
は
忘
れ
た
頃
に

や
っ
て
く
る
」
と
言
っ
た

の
は
物
理
学
者
の
寺
田
寅

彦
の
こ
と
ば
で
あ
る
。
と

こ
ろ
が
昨
今
の
災
害
は
、

毎
年
同
じ
川
の
同
じ
場
所
が
決
壊

や
浸
水
に
見
舞
わ
れ
て
い
る
よ
う

に
思
わ
れ
る
。
数
十
年
前
の
災
害

に
比
べ
る
と
人
的
被
害
は
桁
違
い

に
減
っ
て
い
る
が
、
物
的
被
害
は

増
え
て
い
る
様
だ
。
▼
こ
う
な
っ

て
来
る
と
災
害
対
策
に
根
本
的
見

直
し
が
必
要
で
あ
る
こ
と
を
示
し

て
い
る
の
で
は
な
い
か
。
最
近
は

線
状
降
水
帯
な
ど
と
い
う
用
語
出

て
き
て
、
二
酸
化
炭
素
の
増
加
に

よ
る
異
常
気
象
で
あ
る
か
の
様
に

言
わ
れ
て
い
る
が
、
停
滞
し
て
い

る
梅
雨
前
線
に
南
か
ら
の
温
暖
な

空
気(

台
風)

が
近
づ
け
ば
、
上
昇

気
流
が
生
じ
て
、
雨
雲
が
発
達
し

大
雨
が
続
く
の
は
当
然
だ
。
▼
そ

う
な
っ
た
時
で
も
川
の
氾
濫
が
起

き
な
い
様
に
す
る
の
が
災
害
対
策

で
は
な
い
の
か
。
現
状
復
帰
で
よ

し
と
し
た
ら
、
ま
た
災
害
に
見
舞

わ
れ
る
の
は
当
然
だ
。
昨
年
流
さ

れ
た
黄
瀬
川
大
橋
の
復
旧
状
態
を

み
て
い
る
と
、
ど
う
も
最
近
は
現

状
復
帰
す
ら
出
来
て
い
な
い
の
で

は
な
い
か
。
▼
予
算
が
足
り
な
い

な
ら
ば
、
憲
法
違
反
の
隣
国
攻
撃

用
の
ミ
サ
イ
ル
購
入
や
軍
事
基
地

強
化
の
お
金
は
止
め
て
、
災
害
対

策
予
算
を
も
っ
と
増
や
す
べ
き
だ
。

膨
大
な
お
金
の
か
か
る
ミ
サ
イ
ル

や
戦
闘
機
ば
か
り
に
大
金
を
つ
ぎ

込
ん
で
い
た
ら
、
敵
国
に
や
ら
れ

る
前
に
、
大
災
害
に
や
ら
れ
て
し

ま
う
。
▼
日
本
は
災
害
大
国
で
あ

る
。
自
然
に
対
す
る
備
え
は
事
前

に
十
分
準
備
し
て
お
か
な
け
れ
ば
、

突
発
的
に
襲
っ
て
く
る
大
災
害
に

は
対
処
で
き
な
い
。
災
害
に
よ
る

物
的
損
害
を
減
ら
す
な
ら
、
膨
大

な
軍
事
費
に
比
べ
本
当
に
わ
ず
か

な
金
額
で
済
む
。
今
こ
そ
災
害
を

減
ら
す
取
組
を
始
め
よ
う
で
は
な

い
か
。
▼
と
こ
ろ
で
、
三
島
を
流

れ
る
川
の
水
源
は
大
部
分
は
湧
水

で
洪
水
の
心
配
は
少
な
い
が
、
大

場
川
は
違
う
。
水
源
は
箱
根
山
麓

だ
。
洪
水
を
防
ぐ
た
め
に
川
底
を

掘
り
下
げ
る
に
は
、
溶
岩
で
出
来

て
お
り
難
し
い
。
▼
三
島
市
役
所

の
移
転
候
補
地
に
南
高
跡
地
が
上

が
っ
て
い
る
が
、
あ
の
場
所
は
大

場
川
の
水
源
に
線
状
降
水
帯
が
発

生
し
た
ら
、
洪
水
に
見
舞
わ
れ
る

場
所
だ
。
災
害
対
策
の
中
枢
機
関

が
水
没
し
た
ら
洒
落
に
も
な
ら
な

い
。
「
天
災
は
忘
れ
た
頃
に
や
っ

て
く
る
」
の
こ
と
ば
を
思
い
出
し

て
ほ
し
い
も
の
だ
。

〈
啓
〉

第
二
次
安
倍
政
権
の
８
年
間
で

自
民
党
政
治
は
大
き
く
劣
化
し
た
。

政
権
の
岩
盤
支
持
者
が
強
固
に
な

り
、
ど
ん
な
に
不
正
・
腐
敗
が
は

び
こ
っ
て
も
選
挙
の
た
び
に
勝
ち

続
け
る
と
い
う
、
今
ま
で
無
か
っ

た
特
異
な
状
況
が
続
い
て
い
る
。

従
来
は
振
り
子
の
よ
う
に
悪
政
が

続
け
ば
揺
れ
戻
し
が
あ
り
、
政
治

浄
化
が
行
わ
れ
、
そ
れ
な
り
に
民

主
主
義
を
維
持
す
る
体
制
が
続
い

て
い
た
。

し
か
し
、
第
二
次
安
倍
政
権
以

降
、
悪
政
が
続
い
て
も
揺
れ
戻
し

は
無
く
、
特
定
秘
密
保
護
法
の
強

行
採
決
、
安
保
関
連
法
、
共
謀
罪

の
成
立
な
ど
、
従
来
考
え
ら
れ
な

か
っ
た
悪
法
が
次
々
と
成
立
し
て

も
自
民
党
政
権
は
長
期
に
渡
っ
て

続
い
て
き
た
。
そ
の
結
果
、
日
本

の
民
主
主
義
は
失
わ
れ
、
三
権
分

立
は
見
る
影
も
な
く
、
日
本
の
政

治
は
劣
化
の
一
途
を
辿
っ
た
。

そ
の
間
、
経
済
は
低
迷
を
続
け
、

消
費
税
の
拡
大
、
非
正
規
雇
用
の

大
幅
増
加
、
そ
の
一
方
で
、
国
際

競
争
力
強
化
の
名
目
で
企
業
の
大

幅
減
税
で
大
企
業
は
こ
の
間
、
内

部
留
保
と
し
て
5
0
0
兆
円
を
貯

め
込
み
、
結
果
は
、
自
民
党
の
新

自
由
主
義
政
策
の
中
で
、
30
年
間

賃
金
は
上
が
ら
ず
、
長
引
く
デ
フ

レ
現
象
と
し
て
現
れ
た
。

格
差
拡
大
、
貧
困
世
帯
の
急
増
、

ま
と
も
な
就
職
先
も
な
く
貧
困
化

す
る
若
者
、
結
婚
も
子
供
も
持
て

ず
急
速
な
少
子
化
と
人
口
減
少
。

景
気
は
回
復
せ
ず
、
み
る
み
る
、

日
本
は
底
辺
国
に
転
落
し
て
行
っ

た
。安

倍
元
首
相
の
暗
殺
に
よ
り
、

実
行
犯
の
山
上
容
疑
者
は
統
一
教

会
に
資
産
を
吸
い
取
ら
れ
、
一
家

は
破
産
に
追
い
込
ま
れ
た
事
か
ら
、

統
一
教
会
の
実
体
が
暴
露
さ
れ
、

自
民
党
と
統
一
教
会
の
癒
着
関
係

が
明
ら
か
と
な
っ
た
。

文
鮮
明
の
創
設
し
た
統
一
教
会

は
宗
教
団
体
と
言
う
よ
り
日
本
を

食
い
物
に
す
る
カ
ル
ト
団
体
で
、

安
倍
晋
三
の
祖
父
、
岸
信
介
が
そ

の
団
体
に
深
く
関
わ
っ
て
い
た
こ

と
は
、
自
民
党
そ
の
も
の
が
カ
ル

ト
ま
み
れ
の
い
か
が
わ
し
い
団
体

で
あ
る
事
を
如
実
に
表
し
て
い
る
。

あ
れ
だ
け
騒
が
れ
た
統
一
教
会

も
無
傷
の
ま
ま
、
岸
田
政
権
は
強

制
解
散
も
せ
ず
に
、
泥
沼
に
は
ま

り
込
ん
で
い
る
。

一
方
、
労
働
組
合
の
連
合
組
織

は
労
働
貴
族
と
し
て
君
臨
し
、
労

働
者
の
生
活
改
善
や
賃
上
げ
に
は

目
を
向
け
ず
、
中
で
も
、
連
合
会

長
の
芳
野
友
子
は
、
反
共
イ
デ
オ

ロ
ギ
ー
に
固
ま
り
、
統
一
教
会
・

勝
共
連
合
と
も
相
通
ず
る
と
こ
ろ

が
見
ら
れ
、
野
党
分
断
の
一
翼
を

担
っ
て
き
た
。

こ
ん
な
政
治
状
況
を
一
掃
す
べ

き
野
党
第
一
党
の
立
憲
民
主
党
泉

健
太
は
連
合
芳
野
に
操
ら
れ
、
野

党
共
闘
に
そ
っ
ぽ
を
向
き
、
右
往

左
往
す
る
こ
と
で
国
民
か
ら
著
し

く
信
頼
を
失
っ
た
。
結
果
、
今
や

野
党
第
一
党
の
座
は
危
い
。

こ
こ
で
、
急
速
に
支
持
拡
大
を

続
け
る
維
新
は
、
野
党
第
一
党
を

目
指
す
野
心
を
露
に
し
て
、
自
民

党
と
軋
轢
を
深
め
る
公
明
党
の
座

を
狙
っ
て
い
る
。
維
新
の
政
治
姿

勢
は
言
う
ま
で
も
な
く
極
右
政
党

で
、
弱
者
切
り
捨
て
、
大
資
本
迎

合
、
憲
法
改
正
、
軍
備
増
強
は
自

民
党
よ
り
積
極
的
で
、
核
兵
器
保

有
を
も
目
指
す
、
最
も
危
険
な
フ
ァ

ス
ト
政
党
と
言
う
外
は
な
い
。

次
期
衆
院
選
が
秋
に
も
行
わ
れ

る
動
き
だ
が
、
こ
の
ま
ま
突
入
す

れ
ば
ま
た
も
野
党
は
大
敗
、
そ
の

先
は
恐
ろ
し
い
政
治
状
況
が
待
ち

構
え
て
い
る
。
早
急
に
自
民
党
政

治
に
対
抗
で
き
る
野
党
共
闘
体
制

の
再
構
築
を
目
指
す
必
要
が
あ
る
。

れ
い
わ
新
選
組
、
共
産
党
、
社

民
党
、
立
憲
民
主
党
、
自
民
党
政

治
に
反
対
す
る
国
民
民
主
党
等
が

一
体
と
な
っ
て
自
民
党
に
変
わ
る

政
権
交
代
を
目
指
す
こ
と
が
今
重

要
課
題
だ
。

政
権
交
代
の
枠
組
み
で
問
題
に

な
る
の
が
共
産
党
の
存
在
だ
が
、

創
立
1
0
0
年
を
超
え
る
共
産
党

は
現
執
行
部
体
制
が
来
年
に
は
大

き
く
替
わ
る
可
能
性
が
噂
さ
れ
て

い
る
。

昨
年
の
参
院
選
、
今
年
の
統
一

地
方
選
で
は
共
産
党
の
退
潮
が
目

立
っ
た
。
そ
の
原
因
は
今
年
一
月

の
党
首
公
選
制
を
迫
っ
た
松
竹
除

名
問
題
や
20
年
以
上
続
く
志
位
体

制
が
あ
る
と
言
わ
れ
る
。
こ
の
難

局
を
切
り
開
く
策
と
し
て
新
委
員

長
と
し
て
田
村
智
子
氏
の
名
前
が

上
が
っ
て
い
る
ら
し
い
。
「
オ
ヤ

ジ
政
治
」
の
蠢
く
日
本
の
政
治
状

況
に
あ
っ
て
、
女
性
党
首
の
共
産

党
の
誕
生
は
大
き
な
注
目
を
集
め
、

日
本
の
政
治
を
一
変
す
る
可
能
性

が
あ
る
か
も
知
れ
な
い
。

〈
馬
関
〉

４
月
の
選
挙
後
に
、
三
島
市
議
会
会
派
構
成
が
大
き
く
変
わ
っ
た
。
改
革

み
し
ま
の
会
派
長
大
石
議
員
や
緑
水
の
会
派
長
大
房
議
員
、
中
村
議
員
が
退

任
、
無
会
派
の
杉
沢
議
員
も
退
任
し
た
。
ま
た
、
市
長
と
鋭
く
対
立
し
て
き

た
元
立
憲
佐
藤
議
員
や
保
守
会
派
緑
水
の
古
株
、
松
田
議
員
も
消
え
た
。
一

方
、
前
回
落
選
し
た
弓
場
議
員
が
維
新
の
初
議
席
と
し
て
復
活
し
、
市
長
選

で
敗
れ
た
石
井
議
員
も
再
選
さ
れ
た
。
そ
の
他
、
新
人
５
人
が
当
選
し
た
。

退
し
た
の
は
こ
ん
な
背
景
が
あ
っ

た
よ
う
だ
。

ま
た
、
東
京
に
移
る
予
定
で
早

く
か
ら
不
出
馬
を
決
め
て
い
た
佐

藤
議
員
は
、
立
憲
民
主
党
か
ら
立

候
補
を
準
備
し
て
い
た
若
手
候
補

者
が
途
中
で
辞
退
し
た
た
め
、
準

備
不
足
の
中
、
３
月
、
突
然
再
出

馬
す
る
動
き
に
出
た
。
し
か
し
、

残
念
な
が
ら
方
針
転
換
の
周
知
が

届
か
ず
落
選
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

選
挙
結
果
は
、
従
来
か
ら
豊
岡

市
政
を
批
判
的
に
見
て
い
た
議
員

が
減
っ
た
事
で
、
行
政
の
チ
ェ
ッ
ク

と
い
う
市
議
会
の
重
要
な
機
能
が
低

下
す
る
懸
念
も
生
じ
て
い
る
。

5
月
16
日
、
豊
岡
市
長
後
援
会

主
催
で
、
議
員
を
呼
ん
だ
懇
親
会

が
行
わ
れ
た
。
全
22
名
の
市
議
の

内
、
共
産
党
の
2
名
と
維
新
と
無

所
属
の
会
2
名
及
び
石
井
議
員
の

計
5
名
は
何
故
か
呼
ば
れ
な
か
っ

た
そ
う
だ
！

市
長
の
私
的
な
会
合
に
呼
ば
れ

な
か
っ
た
こ
と
自
体
は
、
大
し
た

意
味
は
無
い
が
、
し
か
し
、
各
議

員
に
対
す
る
市
長
の
姿
勢
が
透
け

て
見
え
る
事
で
も
あ
る
。

〈
考
〉

三
島
駅
南
口
東
街
区
再
開
発
事
業

は
昨
年
5
月
、
県
か
ら
再
開
発
組
合

設
立
の
認
可
を
受
け
、
現
在
、
来
年

早
々
の
工
事
着
工
を
め
ざ
し
、
権
利

変
換
の
手
続
き
が
進
め
ら
れ
て
い
る

段
階
と
い
う
。

昨
年
12
月
、
四
選
を
果
た
し
た
豊

岡
市
長
は
、
も
は
や
再
開
発
推
進
に

行
く
手
を
阻
む
者
は
誰
も
な
し
と
の

思
い
か
ら
か
、
現
況
に
つ
い
て
の
詳

し
い
情
報
は
余
り
聞
こ
え
て
こ
な
い
。

多
く
の
市
民
が
心
配
す
る
こ
と
は

最
近
の
急
激
な
イ
ン
フ
レ
に
よ
る
資

材
高
騰
の
煽
り
だ
。

一
昨
年
、
溶
岩
の
掘
削
や
区
域
東

側
に
あ
る
擁
壁
の
撤
去
な
ど
、

技
術
的
に
も
特
有
の
課
題
を

抱
え
る
本
工
事
に
つ
い
て
、

何
と
か
工
事
費
を
抑
え
工
期

を
短
縮
し
た
い
ね
ら
い
か
ら
、

E
C
I
方
式
と
い
わ
れ
る
手

法
が
採
用
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ

た
。
大
手
ゼ
ネ
コ
ン
が
設
計

段
階
か
ら
参
入
し
、
技
術
協

力
を
お
こ
な
う
手
法
だ
。
プ

ロ
ポ
ー
ザ
ル
で
選
ば
れ
た
東

急
建
設
の
目
標
工
事
費
は
1

7
5
億
円
。
こ
れ
は
「
ア
ス

マ
チ
三
島
」
が
5
年
も
前
に

提
案
し
た
計
画
の
工
事
費
1

7
1
億
円
に
ほ
ぼ
近
い
数
字

で
あ
る
。
建
築
物
価
が
2
～

3
割
も
跳
ね
上
が
っ
て
い
る

こ
の
ご
時
世
に
、
そ
の
実
現

性
が
疑
問
視
さ
れ
る
の
は
当
然
だ
。

6
月
に
入
り
1
年
ぶ
り
に
三
島
市

が
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
表
し
た
説
明

資
料
で
も
、
依
然
工
事
費
は
「
確
認

中
」
の
ま
ま
。
そ
の
工
事
費
に
つ
い

て
、
6
月
議
会
で
共
産
党
の
河
野
月

江
議
員
が
問
い
質
し
た
と
こ
ろ
、
市

当
局
の
返
答
は
「
令
和
4
年
11
月
に

閣
議
決
定
さ
れ
た
国
の
第
二
次
補
正

予
算
で
、
既
存
の
防
災
・
省
エ
ネ
・

街
づ
く
り
、
緊
急
促
進
事
業
補
助
金

に
拡
充
さ
れ
た
地
域
活
性
化
タ
イ
プ

と
い
う
補
助
メ
ニ
ュ
ー
（
の
活
用
）

を
想
定
し
て
い
る
」
と
の
こ
と
だ
っ

た
。
こ
の
補
助
金
は
、
令
和
4
年
11

月
8
日
ま
で
に
事
業
計
画
が
認
可
さ

れ
て
い
る
市
街
地
再
開
発
事
業
等
が

対
象
で
、
建
設
工
事
費
等
の
高
騰
に

伴
う
事
業
の
停
滞
で
地
権
者
の
生
活

再
建
に
支
障
が
生
じ
な
い
よ
う
に
す

る
た
め
の
支
援
で
、
国
の
補
助
率
は

10
/
10
、
確
か
に
市
の
新
た
な
負
担

は
必
要
と
し
な
い
。
し
か
し
補
助
金

が
あ
る
か
ら
良
い
と
い
う
話
で
は
な

い
。
計
画
当
初
か
ら
建
築
費
高
騰
は

予
想
さ
れ
て
い
た
こ
と
で
、
計
画
の

予
測
の
甘
さ
の
責
任
は
厳
し
く
問
わ

れ
る
べ
き
で
は
な
い
か
。
建
築
コ
ス

ト
が
上
が
れ
ば
、
単
価
が
上
が
っ
た

分
、
従
前
資
産
と
引
き
換
え
に
得

ら
れ
る
権
利
床
は
少
な
く
な
る
わ

け
で
、
市
の
権
利
変
換
に
も
大
き

く
影
響
す
る
の
だ
。

河
野
議
員
は
新
た
な
補
助
金
活

用
の
背
景
を
質
し
、
収
支
バ
ラ
ン

ス
が
ど
う
い
う
状
態
に
な
っ
て
、

こ
の
制
度
活
用
の
検
討
に
至
っ
た

の
か
と
答
弁
を
迫
っ
た
が
、
市
当

局
は
的
外
れ
の
答
弁
に
終
始
し
た
。

案
の
定
市
有
地
の
権
利
変
換
に

つ
い
て
も
、
建
築
単
価
が
上
が
っ

た
と
、
い
つ
の
間
に
か
条
件
が
変

更
さ
れ
て
い
る
こ
と
も
問
題
に
し

た
。
従
前
資
産
約
10
億
7
千
万
円

に
対
し
て
取
得
で
き
る
駐
車
場

（
権
利
床
＋
保
留
床
）
は
4
2
0

台
分
で
あ
っ
た
の
が
、
従
前
資
産

が
11
億
1
2
0
0
万
円
と
、
4
2

0
0
万
円
増
額
し
て
い
る
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
逆
に
駐
車
台
数
は
4
1
8

台
と
減
っ
て
い
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ

た
。
保
留
床
取
得
額
も
い
ま
だ
に

「
算
定
中
」
で
あ
る
。
今
求
め
ら
れ

て
い
る
の
は
、
権
利
変
換
や
事
業
計

画
の
内
容
を
市
民
に
し
っ
か
り
と
示

し
、
納
得
を
得
る
事
だ
と
主
張
し
た
。

現
時
点
で
は
、
工
事
費
も
事
業
計

画
も
、
市
の
保
留
床
所
取
得
額
も
、

市
の
土
地
の
正
式
な
鑑
定
額
も
、
何

一
つ
明
確
に
示
さ
れ
て
い
な
い
と
い

う
の
が
現
状
の
よ
う
だ
。

〈
Ｋ
〉
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三島駅東街区再開発の現状


